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K左nzig中心は消え､かわ りにA軒 が 正孔の 1個を補獲したAI‡I中心の出来
て居ることが解る. AグI工‡中心即ちA軒 は電子配置4d92Dをもつ O従って
J年‡m-Teller効果による正方対称場での基底状態はdT'軌道の 1つであり.
配位子のC2~ィォンとoTbondをつくる｡ こjlに基因する光吸収のうち最も強
いものは芦38､m〟であって､ どれは液体-ジューム温度で光 2色性を示す (分
子軸は5100>に平行うoL以上が⊃elbecq等の研究であるが､ これより以前
■
互もzel等は畠温に於E･j･:ix線着色KCP:A針 に於いて光吸収帯D (～ 342mp)
を発見し､文 王sh土g71rO等はこのD帯が矢張 りAg IⅡ 中心と同じ光2色性 (
分子軸 11く 100> を示す ことを観測して居る｡ このことよりDelbecq 等は
彼等のAg工ifによる3'38mil〟とD帯が同じものであると結論したo波長 ,光








なくて､ 338mpと 3421Tユpの2つの吸収帯から出来て居 りt前者がAgIII中
心に.._後者がAー類庖電子捕獲中心に担当することが明白になったO なおAダⅡI
中心の分子軸のReorieヱユta七ionについても若干の予備実験と考察を行ったo
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